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新型コロナウイルス感染症の治療に際しての医薬品の 

適応外使用に係る保険診療上の取扱いについて（廃止） 

 

 

新型コロナウイルス感染症の治療に際しての医薬品の適応外使用に係る保険診療上の取

扱いについては、「新型コロナウイルス感染症の治療に際しての医薬品の適応外使用に係る

保険診療上の取扱いについて（依頼）」（令和２年４月９日厚生労働省保険局医療課事務連

絡。以下「令和２年事務連絡」という。）により示してきたところである。 

その後、新型コロナウイルス感染症に対する治療法については、治療薬含め拡充され、「新

型コロナウイルス感染症（COVID－19）診療の手引き」も累次の改訂が行われるとともに、

「新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけの変更に伴う医療提供体制及び公費

支援の見直し等について」（令和５年３月10日新型コロナウイルス感染症対策本部決定）に

おいて、令和５年５月８日からの新型コロナウイルス感染症の位置づけの変更が示されたと

ころである。 

これらを踏まえ、令和５年５月８日以降、令和２年事務連絡は廃止することとしたので、

その取扱いに遺漏のないよう、都道府県国民健康保険団体連合会及び支払基金の各都道府県

事務局等に対し周知徹底を図られたい。なお、令和５年５月７日以前に治療開始している患

者であって、治療を継続する必要がある場合については、令和５年５月31日まで従前の取扱

いが可能である。 

また、本事務連絡の写しを地方厚生（支）局医療課、都道府県民生主管部（局）国民健康

保険主管課（部）、都道府県後期高齢者医療主管部（局）後期高齢者医療主管課（部）宛て

送付することを申し添える。 
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